
                         

                         

社 

頭 

所 

感 

天
祖
神
社
宮
司 

斎
藤
篤
信 

― 

蛇
窪
大
祭
を
祝
し
て 

― 
  

秋
晴
れ
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
当
神
社

の
維
持
運
営
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
本
年
は
当
神
社
鎮
座
六
百
九
十
年
、
ま
た
蛇
窪

村
が
上
蛇
窪
村
と
下
蛇
窪
村
に
分
立
さ
れ
た
、
上
下
分

村
三
百
七
十
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
十
二

年
に
一
度
の
巳
年
で
も
あ
り
、
天
祖
神
社
に
と
っ
て
は

特
別
な
年
で
す
。
そ
し
て
、
二
十
年
に
一
度
の
伊
勢
神

宮
式
年
遷
宮
と
も
重
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
分
村
を
記
念
し
て
、
当
社
で
は
三
十
年
前
よ
り
、

氏
子
五
町
会
の
町
神
輿
が
各
神
酒
所
を
巡
拝
す
る
連
合

渡
御
を
十
年
毎
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
い
よ

い
よ
そ
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
は
長
年

の
念
願
で
あ
っ
た
下
神
明
天
祖
神
社
と
の
「
上
下
分
村

三
百
七
十
年
分
村
記
念
式
典
」
と
い
う
形
で
実
現
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
合
同
行
事
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り
下
神
明
の
宮

司
様
と
「
ご
祭
神
の
た
め
に
い
つ
か
二
社
合
同
で
や
ろ

う
」
と
お
話
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
か
ら
五
年

前
、
下
神
明
の
総
代
会
に
申
し
入
れ
交
渉
を
続
け
て
参

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
つ
い
に
本
年
九
月
十
五
日
に

の
ん
き
通
り
で
大
神
輿
十
二
基
全
基
の
結
集
が
叶
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
甚
大
な
る
ご
理
解
と
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
上
下
の
役
員
総
代
様
を
は
じ
め
、
関

係
者
各
位
の
皆
様
に
対
し
、
こ
の
上
な
い
喜
び
と
感
謝

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

こ
の
記
念
す
べ
き
佳
節
に
、
蛇
窪
大
祭
と
し
て
奉
仕

し
、
神
さ
ま
へ
感
謝
を
捧
げ
、
さ
ら
に
町
の
繁
栄
を
真

心
こ
め
て
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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上神明 
 



上
下
分
村
三
百
七
十
周
年
記
念
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 

 
 
 

氏
子
総
代
会
会
長 

草
柳
洋
一 

 

氏
子
の
皆
様
に
は
常
日
ご
ろ
か
ら
氏
神
様
に
崇
敬
の

念
厚
く
、
何
か
と
神
社
の
諸
行
事
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
こ
と
、
誠
に
有
り
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

九
月
に
入
り
、
厳
し
い
暑
さ
は
残
り
ま
す
が
、
虫
の

音
が
日
増
し
に
響
き
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
候
と
な
り

ま
し
た
。 

 

樹
木
に
囲
ま
れ
た
神
社
の
境
内
に
入
り
ま
す
と
、
社

の
前
に
天
祖
神
社
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
端
を
記
し
ま
す
と
、「
元
享
二
年(
一
三
二
二
年)

に
武
蔵
の
国
が
大
干
ば
つ
に
襲
わ
れ
た
時
、
法
密
上
人

が
森
の
竜
神
に
雨
乞
い
を
し
て
、
そ
の
難
を
逃
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
こ
に
神
社
を
勧
請
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

当
時
は
鎌
倉
末
期
に
あ
た
り
ま
す
が
、
宗
教
や
祭
り
も

含
め
て
、
現
代
に
通
じ
る
日
本
人
的
思
考
が
形
成
さ
れ

た
時
代
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

今
年
の
干
支
は
癸
巳(

み
ず
の
と
み)

年
で
す
が
、
元

旦
か
ら
上
神
明
神
社
に
白
蛇
竜
神
を
祭
る
祠
に
は
、
想

像
を
絶
す
る
参
拝
客
が
押
し
か
け
て
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌

に
も
多
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

秋
の
例
大
祭
は
「
上
下
分
村
三
七
〇
周
年
記
念
」
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
分
村
し
た
当
時
は
、
徳
川

政
権
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
家
光
の
時
代
で
す
。
以
来
、

上
下
神
社
そ
れ
ぞ
れ
、
延
々
と
今
日
ま
で
伝
統
が
継
続

さ
れ
て
来
た
、
日
本
人
の
祭
り
を
祝
う
心
に
感
服
す
る

ば
か
り
で
す
。
今
年
は
、
十
年
に
一
度
の
記
念
す
べ
き

大
祭
典
と
し
て
、
上
下
神
明
神
社
合
同
に
よ
る
、
十
二

町
会
の
分
村
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
行
事
に
当

た
り
、
五
年
前
か
ら
ご
準
備
さ
れ
た
、
上
下
神
明
神
社

の
氏
子
関
係
者
の
ご
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

こ
の
大
祭
典
を
機
会
に
、
上
神
明
神
社
宮
司
の
斎
藤

篤
信
様
が
ご
引
退
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
篤
信

様
は
昭
和
三
十
一
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
五
十
七
年

間
を
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
を
神
社
の
復

興
と
氏
子
の
安
泰
の
た
め
に
ご
献
身
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
業
績
と
ご
努
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
は
、
富
岡
八
幡
宮
で
二
十
年
ご
修
業
さ
れ
た
、
ご

子
息
の
斎
藤
泰
之
様
が
宮
司
の
お
役
を
継
承
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
泰
之
様
は
分
村
記
念
行
事
に
も
格
別

な
ご
配
慮
と
ご
準
備
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
氏
子
の

皆
様
や
各
神
社
と
の
連
携
に
も
精
通
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
尊
家
の
ご
清
祥
を
祈

念
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

酷
暑
は
記
録
破
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
氏
子
の
皆
さ

ま
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
り
、
楽
し
い
祭
典

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

す
。 

蛇
窪
大
祭
行
事
日
程 

九
月
十
三
日(

金)

午
後
九
時 

 
 

十
四
日(

土)

午
前
中 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
三
時
四
五
分 

   
 
 
 
 
 
 

午
後
七
時 

 
 

十
五
日(

日)
午
前
十
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
一
時 

   
 
 
 
 
 
 

午
後
四
時 

   
 
 
 
 
 
 
 

午
後
四
時
三
五
分 

   
 
 
 
 
 
 

午
後
五
時
五
十
分 

   
 
 
 
 
 
 

午
後
七
時 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
七
時
半 

歴
史
文
化
の
さ
ざ
な
み
…
上
神
明
天
祖
神
社 

 
 
 
 
 
 

二
葉
四
丁
目
町
会
長 

根
本
忠
良 

 

日
頃
は
町
会
行
事
と
し
て
の
例
大
祭
に
ご
協
力
頂
き
、

崇
敬
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
建
立
六

百
九
十
年
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
の
さ
ざ
な

み
を
浅
学
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
筆
ご
披
露
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

日
本
史
に
お
い
て
六
百
九
十
年
前
と
は
後
醍
醐
天
皇

即
位
の
五
年
後
に
当
た
り
、
更
に
数
年
後
建
武
の
中
興

を
経
て
、
室
町
時
代
へ
と
変
遷
し
て
行
き
ま
す
。 

 

又
、
西
暦
六
百
九
十
年
に
は
持
統
天
皇
が
一
回
目
の

遷
宮
が
成
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
伊
勢

神
宮
の
遷
宮
に
当
た
り
ま
す
事
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、

こ
の
六
百
九
十
年
と
い
う
年
記
に
、
い
ろ
い
ろ
な
奇
遇

を
感
じ
ま
す
。 

今
般
、
宗
教
と
し
て
の
神
社
の
あ
り
方
に
否
を
感
じ
る

方
が
お
ら
れ
る
事
を
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
私
個
人
と

し
て
は
文
化
の
継
承
と
い
う
認
識
で
、
町
会
行
事
と
し

て
の
例
大
祭
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
祖
先
の
菩
提

寺
は
日
蓮
宗
で
あ
り
、
人
生
の
さ
ざ
な
み
の
一
つ
で
す
。

 

神
輿
神
霊
遷
し 

五
町
会
神
酒
所
祓 

上
神
明
小
鼓
笛
隊
・ 

冨
士
見
台
中
吹
奏
楽
部
演
奏 

(

神
社 

舞
台) 

奉
納
演
芸
大
会 

蛇
窪
大
祭
式
典
執
行 

上
下
分
村
三
百
七
十
年 

大
神
輿
連
合
渡
御 

・
出
御
式(

上
神
明
小) 

・
上
下
分
村
記
念
式
典 

の
ん
き
通
り 

光
陽
産
業(

株)

前 
・
子
供
神
輿
二
基
合
流 

二
葉
三
丁
目
町
会 

神
酒
所
前 

・
神
輿
練
り
と 

富
岡
八
幡
宮
葵
太
鼓 

・
還
御
式(

上
神
明
小) 

 

浦
安
の
舞
奉
奏 

奉
納
演
芸
大
会 



奉
納
演
芸
に
つ
い
て 

 
 

各
町
婦
人
部
長
様
の
お
言
葉 

 

い
よ
い
よ
秋
祭
り
の
季
節
で
す
。
毎
年
祭
り
の
お
世

話
と
神
社
の
演
芸
大
会
の
た
め
に
ご
苦
労
な
さ
っ
て
お

ら
れ
る
婦
人
部
長
様
よ
り
一
言
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

― 

祭
り
を
迎
え
る
に
当
た
り 

― 

戸
越
六
丁
目
婦
人
部
長 

井
渕 

良
子 

 

毎
日
厳
し
い
猛
暑
が
続
き
、
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
て

居
る
一
方
で
、
局
地
的
な
豪
雨
に
見
廻
れ
て
多
く
の
被

害
が
出
て
い
る
様
子
。
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

や
は
り
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
世
界
的
な
異
常
気
象
な

の
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
例
大
祭
の
月
が
近
づ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
上
神
明
神
社
、
下
神
明
神
社
の
大
神
輿
連

合
渡
御
に
依
る
分
村
記
念
式
典
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

久
し
振
り
に
大
祭
典
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
夜
は
、

奉
納
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
、
各
町
会
の
方
々
の
成
果
が

発
揮
で
き
る
事
で
し
ょ
う
。 

 

天
候
に
恵
ま
れ
行
事
が
つ
つ
が
な
く
終
了
す
る
様
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

― 

蛇
窪
大
祭
に
よ
せ
て 

― 

 
 

 

二
葉
三
丁
目
婦
人
部
長 

加
藤 

光
子 

 

上
神
明
天
祖
神
社
御
鎮
座
六
百
九
十
年
、
上
下
天
祖

神
社
分
村
三
百
七
十
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

節
目
の
年
に
お
役
と
し
て
、
奉
納
演
芸
大
会
に
携
わ
る

事
を
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。 

 

本
年
は
蛇
年
、
上
神
明
天
祖
神
社
に
は
、
白
蛇
を
お

祀
り
し
た
弁
財
天
が
有
り
ま
す
。
初
詣
に
は
五
万
人
以

上
の
参
拝
客
が
見
え
た
と
伺
い
ま
し
た
。
白
蛇
は
弁
財

天
様
の
使
者
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

 

弁
財
天
様
に
護
ら
れ
記
念
す
べ
き
蛇
窪
大
祭
の
成
功

を
記
念
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
も
氏
神
様
の
境
内
で
、
各
町
会
の
老
若
男
女
が

集
い
、
日
頃
の
練
習
を
重
ね
た
演
芸
を
奉
納
で
き
ま
す

事
に
感
謝
い
た
し
、
天
候
に
恵
ま
れ
楽
し
い
秋
祭
り
に

な
り
ま
す
よ
う
に
微
力
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

― 

奉
納
演
芸
大
会
に
向
け
て 

― 

二
葉
四
丁
目
婦
人
部
長 

岡
村
か
の
子 

 

今
年
は
残
暑
が
厳
し
く
日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続

き
そ
う
で
す
。
立
秋
も
過
ぎ
朝
夕
は
爽
や
か
な
秋
を
感

じ
ま
す
。
今
年
も
例
大
祭
の
季
節
が
ま
い
り
ま
し
た
。

蛇
窪
大
祭
、
上
下
連
合
大
人
神
輿
と
盛
大
な
お
祭
り
に

な
る
事
と
思
い
ま
す
。
子
供
の
神
輿
、
山
車
の
太
鼓
の

響
き
、
元
気
な
か
け
声
、
夕
方
に
は
大
人
神
輿
の
勇
壮

な
か
け
声
と
一
段
と
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。 

 

夜
は
天
祖
神
社
境
内
で
奉
納
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
大
人
の
方
、
子
供
さ
ん
達
の
日
々
練
習
に
励
ん
で

お
り
ま
す
そ
の
成
果
を
奉
納
演
芸
で
発
揮
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
居
ら
れ
る
ご
家
族
、
町
内
の
皆

様
に
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。
天
候
に
恵
ま
れ
無
事
に
例

大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
事
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

― 

奉
納
演
芸
に
つ
い
て 

― 

 
 
 
 
 
 

豊
町
五
丁
目
婦
人
部
長 

森
谷 

静
子 

 

昨
年
同
様
、
地
球
温
暖
化
の
せ
い
で
、
各
地
で
の
集

中
豪
雨
・
猛
暑
・
酷
暑
で
被
害
が
た
く
さ
ん
出
て
お
り

ま
す
。
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

今
年
も
例
大
祭
が
近
づ
き
、
各
町
会
の
方
々
も
心
待

ち
に
し
て
い
た
事
と
存
じ
ま
す
。
毎
年
の
奉
納
踊
り
に

参
加
し
て
下
さ
る
方
々
・
一
生
懸
命
ご
指
導
・
練
習
に

励
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
感
謝
し
、
天
候
に
恵
ま

れ
無
事
に
行
わ
れ
る
事
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
不
慣

れ
で
行
き
届
か
な
い
所
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
精
一

杯
努
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

― 

盛
大
な
お
祭
り
に 

― 

 
 
 
 
 
 

豊
町
六
丁
目
婦
人
部
長 

柴
田
よ
し
子 

 

漸
く
心
地
よ
い
季
節
が
訪
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
猛

暑
が
続
き
各
地
方
で
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
水
害
、
土
砂
崩

れ
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
月
日
の
流
れ
は
早
く
お
祭
り
も
近
づ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
は
下
神
明
神
社
と
初
め
て
の

連
合
渡
御
と
な
り
大
層
賑
や
か
な
祭
典
に
な
り
ま
す
事

を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
神
社
の
境
内
で
は
奉
納
踊
り
が

あ
り
普
段
の
積
り
で
大
い
に
発
揮
し
楽
し
い
ひ
と
時
を

お
過
ご
し
下
さ
い
。
晴
天
に
恵
ま
れ
例
大
祭
が
無
事
終

了
し
ま
す
様
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

           

子
供
神
輿
巡
行
担
ぎ
手
募
集 

 

二
年
に
一
度
行
わ
れ
る
大
神
輿
連
合
渡
御
に
、
今

回
も
子
供
神
輿
を
二
基
出
す
予
定
で
す
。 

次
世
代
を
担
う
子
供
達
に
楽
し
い
大
人
の
祭
り
へ

ゲ
ス
ト
参
加
を
募
集
致
し
ま
す
。 

神
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 



第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮 

「
お 

白 

石 

奉 

献
」 

 

平
成
十
七
年
五
月
の
山
口
祭
に
は
じ
ま
っ
た
第
六
十

二
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
諸
祭
、
諸
行
事
は
着
々
と
進
め

ら
れ
、
平
成
二
十
五
年
秋
に
い
よ
い
よ
遷
御
を
迎
え
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
先
立
ち
、
ご
正
宮
の
域
内
に
敷
き
詰
め
る
「
お

白
石
」
を
奉
献
す
る
「
お
白
石
持
行
事
」
は
伊
勢
市
民

の
神
宮
に
対
す
る
感
謝
と
誇
り
が
受
け
継
が
れ
て
き
た

民
俗
行
事
で
、
市
の
「
無
形
民
俗
文
化
財
」
で
あ
り
、

ま
た
国
の
「
選
択
文
化
財
」
に
も
選
択
さ
れ
て
い
る
五

百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
行
事
で
す
。 

 

当
社
で
は
去
る
八
月
四
日
五
日
氏
子
代
表
者
三
十
名

特
別
神
領
民
と
し
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

                

                            

天
祖
神
社 

手
作
り
の
本 

『
の
ん
の
の
き
よ
ち
ゃ
ん
』 

宮
司
妹 

齊
藤
恭
子(

墨
田
区
在
住)

は
蛇
窪
大
祭
を

記
念
し
て
、
今
は
亡
き
先
代
宮
司(

父)

齊
藤
信
臣
と
の

空
襲
体
験
を
思
い
起
こ
し
、
さ
さ
や
か
な
本
を
作
り
ま

し
た
。 

 

是
非
ご
覧
下
さ
い
。 

 

各
地
区
敬
老
ク
ラ
ブ
の
境
内
清
掃
奉
仕 

毎
月
十
日
は
各
地
区
敬
老
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る
境

内
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
月
も
各
地
区

よ
り
皆
様
が
集
ま
り
境
内
の
清
掃
奉
仕
を
な
さ
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 七
月
十
日
御
奉
仕
の
方
々
の
ご
芳
名 

豊
町
五
丁
目 

 

皆
川 

 

茂 

様
、
小
澤 

百
男
様 

二
葉
四
丁
目 

 

片
岡 

ト
ミ
様 

豊
町
六
丁
目 

 

森
下
と
よ
子
様
、
大
城 

正
子
様 

戸
越
六
丁
目 

 

広
瀬
ひ
ろ
子
様
、
酒
井
レ
イ
子
様 

二
葉
三
丁
目 

 

中
島
千
恵
子
様
、
川
島
美
代
子
様 

         

〒
一
四
二
―
○
○
四
三 

東
京
都
品
川
区
二
葉
四
―
四
―
十
二 

天
祖
神
社
々
務
所 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

○
三(

三
七
八
二)

一
七
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三(

三
七
八
二)

一
七
一
一 

http://www.

蛇
窪.jp 

生
命
の
言
葉(

九
月)

 

秋
来
ぬ
と 

目
に
は
さ
や
か
に 

見
え
ね
ど
も 

 
 

風
の
音
に
ぞ 
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る 

藤
原
敏
行 

 

秋
が
間
違
い
な
く
や
っ
て
来
た
と
は
目
に
は
ま
だ

は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
風
の
音
に
自
然

に
そ
れ
と
気
付
か
さ
れ
て
、
は
っ
と
す
る
こ
と
だ
。 

 

藤
原
敏
行(

ふ
じ
わ
ら
と
し
ゆ
き)

 

 

生
年
不
詳
～
九
〇
七
年
ま
た
は
九
〇
一
年
。 

平
安
時
代
の
歌
人
、
書
家
。 

月 

次 

祭 
 

当
社
で
は
毎
月
一
日
午
前
七
時
よ
り
、
そ
の
月
の
氏

子
の
皆
様
の
家
内
安
全
を
祈
る
月
次
祭
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
当
日
は
御
神
前
に
て
祭
儀
を
厳
修
し
参
列
者

一
同
で
「
大
祓
詞
」
を
奉
唱
し
、
次
い
で
社
務
所
に
て

「
朝
粥
」
を
食
し
歓
談
い
た
し
ま
す
。 

 ★
七
月
一
日
に
参
列
な
さ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名 

草
柳
洋
一
様
、
矢
羽
直
公
様
、
金
子
省
太
郎
様
、 

磯 

昭
夫
様
、
柵
木
ヒ
サ
様
、
井
渕
良
子
様
、 

髙
須
み
ち
よ
様
、
冨
田
登
美
子
様
、
吉
川
ト
ミ
様
、

野
秋
く
に
様
、
柴
田
よ
し
子
様 

★
八
月
一
日
に
参
列
な
さ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名 

草
柳
洋
一
様
、
金
子
省
太
郎
様
、
矢
羽
直
公
様
、 

柵
木
ヒ
サ
様
、
井
渕
良
子
様
、
髙
須
み
ち
よ
様
、 

冨
田
登
美
子
様
、
吉
川
ト
ミ
様
、
柴
田
よ
し
子
様
、

白
土
政
枝
様 


